
令和５年度地域・指定校事業報告書＜指定校＞ 

委託先（ 東京都 ） 

１．調査研究のテーマ、概要 

調査研究のテーマ 探究型の学びによる人権教育の実現 

○調査研究のテーマを設定した目的 

本校では、人権課題「同和問題」を中心に据え、全教育活動を通して、組織的・計画的

に、人権教育の推進について研究、実践を行う。 

 また、現在の、多種多様な考え方が共存する世の中において、互いにコミュニケーショ

ンを取り合い、互いの納得解を見いだしながら、他者と共存・共生することのできる人間

性を涵養することが、人権教育の目標である「自分の大切さとともに他の人の大切さを

認めることができるようになる」ことにつながるのではないかと考えた。 

そこで、対話することを重視した探究型の学びを、学校の教育活動の中心に据えるこ

とにより、人権意識を培い、グローバル化した世界の中で生き抜く児童を育てたいと考

え、調査研究のテーマを設定した。 

○調査研究の概要 

第５学年で地域の皮革産業について学び、第６学年で歴史的背景を調べたり、体験し

たりする学びを系統的に展開することで、自分自身との関わりから人権課題「同和問題」

をはじめ、様々な人権課題についての正しい理解と認識を深めることができるようにす

る。その際、対話を通した探究活動に重点を置くことで、自他の良さや大切さを認めよう

とする心情を育てる。 

 

  



２．基本情報 

研究指定校の概要 

○学校名 

東京都台東区立浅草小学校 

○これまでの研究指定等の状況 

平成 30年度 文部科学省「人権教育研究指定校事業」指定 

○学級数 

13学級 

○児童生徒数（R.6.2.1） 

全児童数：344 名 

○URL 

https://www.taito.ed.jp/swas/index.php?id=1310221 

 

○指定理由 

本校は、長年にわたり、人権教育を推進してきた。また、近年では、探究型の学習を研

究主題として校内研究に取り組んでおり、探究型の学習を通して、学力の向上を図ると

ともに、主体的に学びに向かい、進んで互いの考えを聴き合い、尊重し合いながら学び続

ける児童の育成を目指してきた。 

そこで、対話を通して探究し続けることを通して人権教育を推進することで、偏見や

差別について真剣に捉え、差別を許さない姿勢と態度を育んでいくことができると考え、

人権教育研究指定校に指定した。 

 

  



○取り組んだ人権課題について 

該当するものに○印、最も主要な人権課題１つに◎印を付与  

 

①子供  

②女性  

③高齢者 ○ 

④障害者 ○ 

⑤同和問題 ◎ 

⑥アイヌの人々 〇 

⑦外国人 〇 

➇-１HIV感染者等  

➇-２ハンセン病患者等  

⑨刑を終えて出所した人  

⑩犯罪被害者等  

⑪インターネットによる人権侵害 〇 

⑫北朝鮮当局による拉致問題等  

⑬性的指向、性自認  

⑭その他（    ）  

  
 

  



3．調査研究の内容等 

○調査研究の内容 

研究仮説を以下のように設定する。 

問題解決的な学習・活動サイクル「浅草小探究モデル」を具現化すれば、主体的に学び

に向かい、進んで互いの考えを聴き合い、尊重し合いながら学び続ける児童が育ち、新し

い時代の人権教育が実現するであろう。 

対話を通して課題を追究し、自己の学びを更なる課題追究へつなげていく過程で身に

付けた資質・能力が、対立や葛藤を乗り越え、互いの人権を尊重し、理解し合う力になる

と考える。 

そこで、以下の内容を実施する。 

・「浅草小探究モデル」を生かした人権課題「同和問題（部落差別）」等を取り上げた授業

実践及び研究協議 

・教職員向けの人権課題に関するフィールドワーク、研修 

・児童アンケートによる実態調査 

○実施方法 

◎「浅草小探究モデル」を生かした各学年の授業実践及び研究協議 

探究の学習過程で、対話を重視することにより、コミュニケーション力を向上させ、他

者と共に問題を解決しようとする意識を高める。 

○個別的な視点からの取組 

人権課題を取り上げた指導計画を、「浅草小探究モデル」を生かして学習し、人権課題

に関わる差別意識の解消を目指す。 

・第５学年 社会科「これからの工業生産とわたしたち」【人権課題：同和問題（部落差

別）】 

・第６学年 総合的な学習の時間「Welcome to 台東」【人権課題：同和問題（部落差別）】 

 

○普遍的な視点からの取組 

 各教科等において、「浅草小探究モデル」に則した学習過程の手だてを講じた学習活動

を行うことを通して、学力の向上と人権感覚や態度の向上を図る。 

・第４学年 社会科「郷土の発展につくす」【人権課題：同和問題（部落差別）に関わる

取組】 

 

◎教職員向けの人権課題に関するフィールドワーク、研修 

○地域の歴史を知り、教員の人権意識を高めるために、講師を招聘して、人権研修を実施

する。 



◎児童アンケートによる実態調査 

○年間に２回、児童向けのアンケートを実施し、児童の実態把握と、変容を見取る。 

 

  



4．検証・評価・改善・普及 

・人権教育の年間指導計画の見直しを行い、他教科等との関連と学年ごとの系統性を明

確にすることで、計画的・系統的な人権教育を行う。 

・「浅草小探究モデル」を活用し、個別的な視点からの取組と普遍的な視点からの取組に

ついての研究授業及び提案授業を各学年１回ずつ行い、主体的に学びに向かい、進ん

で互いの考えを聴き合い、尊重し合いながら学び続ける児童が育っているか検証する。 

・児童アンケートの「友達や自分の良さを見つける」「友達と仲良く過ごす」「困っている

友達を助ける」等の項目について、変容を見取る。 

・研究パンフレットを作成し、東京都内の人権尊重教育推進校や、各市区町村教育委員会

に配布し、研究成果の普及を図る。 

・委託期間終了後も、普遍的な視点からの取組及び個別的な視点からの取組を充実させ、

地域の様々な教育資源を活用し、人権課題に関わる偏見や差別意識の解消に向けての

教育実践について継続的に続けていく。 

  



５．人権教育に係る年間指導計画 

 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



６．推進体制（都道府県・指定都市教育委員会を含む） 

 

 

 


